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愛知大学 GOKEN NEWS NO．7 Ｇ管理 担当：加藤
ルギー・カットと無縁ではないかもしれないと思
われた。
1880年のベルギー建国50周年を記念するサン・
カントネール宮殿入り口にある凱旋門を夕刻に訪
れたが、緑色にライトアップされて、息をのむ美
しさであった。
グランド・プラスの北東の丘の上には、13Ｃ建
立のサン・ミッシェル大聖堂がある。昨年、ベル
ギー王室のフィリップ皇太子の結婚式が行われ、
皇太子と雅子妃も出席された。大聖堂の内部には、
前国王の結婚式当時の現天皇・皇后列席の写真の
拡大パネルが、飾られていた。
京都・祇園祭の鶏鉾の重要文化財になっている
ゴブラン織りのタピスリーは、トロイの王子、ヘ
クトルが妻子に別れを告げる場面が織られている
が、16Cにベルギーで製作されたものであるという。
?フランダースの犬?のいわれなど、ベルギーと
日本との友好関係が色濃く感じられた。
ベルギーの言語教育に関する調査・研究で、レ
クチャーをして下さったFrenchCommunity教育
省のDr.Andre?Bayenは、ベルギーの色とりどり
のチョコレートは?食べる宝石?であるとか、ベ
ルギー・ビールの個人消費量は、世界一で、種類
も800種類に及ぶなど、ユーモアを交えた説明もし
て下さった。学校訪問スケジュールやレクチャー
の手配をして下さったFlemishCommunity教育
省のMr.GabyHostensが、東京で開催されたG8
教育大臣会議?G8教育サミット?に出席されたと
聞いて、感動、感激が連続したベルギー訪問であっ
た。
?アモーレス・ペロス?は2000年のカンヌ映画祭
批評家週間グランプリを獲得し、東京国際映画祭
でもグランプリを受賞した。監督は新人のアレハ
ンドロ・ゴンザレス・イニャリトゥであり、ラジ
オ局の人気DJからCM監督を経て初メガホンと
なった。
映画は導入部分と３つのエピソードの４部構成
である。導入部分は３つのエピソードを結びつけ
る役割をしており、３つのエピソードの主人公達
が登場するカーチェースシーンとなっている。若
者と血まみれの犬をのせた車は追跡されており、
追跡車を振り切ったかに見えたその瞬間に別の車
に接触し、事故を起こす。
事故に関わる３つのエピソードが以下では描か
れる。エピソード１はこの事故の加害者であるオ
クタビオと義理の姉スサナの物語である。スサナ
は兄と望まぬ妊娠の結果結婚し、たびたび暴力を
振るわれている。オクタビオは義姉スサナを愛し
ているので、兄の仕打ちに耐え切れず、姉に駆け
落ちを持ちかけ、その資金調達のために、兄の犬
を使って闘犬で荒稼ぎをする。オクタビオとスサ
ナは結ばれ、駆け落ちを決めるが、結局、犬は闘
犬中に銃で撃たれ、スサナは兄のもとへ戻る。オ
クタビオは犬を撃ち殺した相手をナイフで刺し、
彼らの仲間に追跡され、導入部分のカーチェース
の部分へと結びつく。
エピソード２は事故の被害者であるスーパーモ
デルのパレリアの物語である。彼女はこの事故ま
で仕事も恋も順調であった。仕事は一流ブランド
との契約を獲得し、不倫相手の広告デザイナー、
?映画?アモーレス・ペロス?
が描くメキシコシティ?
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